










要約 

13 例の臍帯血について好中球の subpopulation とその走化能を測定し,健康成人と比較検

討した。好中球は,カト抗ヒト赤血球 IgG 抗体で感作した赤血球により Fc receptor を表現

する EA ロゼットを形成させ,ロゼット形成好中球とロゼット非形成好中球の 2 つの

subpopulation に分画した。好中球走化能は，modified Boyden法により,3μm ポリカーボ

ネイトフィルターとアクリル製ブラインド走化能チャンバーを用いて測定した。ロゼット

形成率は,健康成人が 60.1±4.3%(16 例),臍帯血が 34.2±8.7%(13 例)で有意の差を認めた

(p<0.01)。臍帯血の好中球走化能は,ロゼット形成好中球では 43±2 であるのに対してロゼ

ット非形成好中球では 18±1 と,低下を認めた。これらの結果から,臍帯血の好中球の

subpopulation のうちロゼット非形成好中球が好中球走化能と密接な関連をもち,この低

下が新生児期の易感染性の一因となっていることが推定された。 


